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  次の等式が 1 2x≦ ≦  で成り立つような関数 ( )f x と定数 ,A Bを求めよ。 
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ただし， ( )f x は1 2x≦ ≦ に対して定義される連続関数とする。 
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となるから，与えられた等式は 
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 となる。1 2x≦ ≦ であるからこれは 
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 となる。この式の両辺を x で微分して 
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整理すると 
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 さらに，この式の両辺を x で微分して 
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ここで，②で 1x  ， 2x  とすると 
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③，④を辺々加えて 
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 であるから 
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 を得る。また，①で 1x  ， 2x  とすると 
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⑤，⑥を辺々加えて 
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 以上より，
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